
平成２８年３月２２日
四国技術事務所

土壌汚染対策法による指定基準超過(ふっ素)を
高松市に報告しました。

○四国技術事務所では、試験室(有害物質使用特定施設)の廃止に
ともない、土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査を行った
ところ、同法で定める指定基準(※１)を超えるふっ素が検出され
ましたので、本日、この調査結果を高松市に報告しました。

○具体的には、四国技術事務所の敷地(約１９，９００㎡)におい
て土壌汚染調査(２５種類の物質について、１０ｍ格子に区画割りした

１１６区画を調査)を行った結果、地中の一部(２区画)において、
土壌汚染対策法の土壌溶出量基準(※２)を超えるふっ素が検出さ
れました。
濃度としては、指定基準０．８㎎/Ｌ(※３)に対して、１．１㎎/

Ｌ(基準の約１．４倍)及び１．９㎎/Ｌ(基準の約２．４倍)が検出さ
れました。

○今後の対応については、土壌汚染対策法及び高松市の指導に
基づき適切な対応をいたします。
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四国技術事務所 土壌汚染状況調査結果の報告について

１枚目

【用語説明】
※１ 指定基準

土壌汚染対策法で決められている、土壌の汚染状態に関する基準で、
地下水摂取などによるリスクとして土壌溶出量基準が、直接摂取による
リスクとして土壌含有量基準が定められています。

※２ 土壌溶出量基準
土壌汚染対策法の指定基準の１つであり、特定有害物質が含まれる地

下水を飲用することによる健康リスクの観点から設定された基準です。

※３ １㎎／Ｌ(１ミリグラム パー リットル)
１リットル中に該当物質が０．００１ｇ含まれる濃度です。
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２枚目

（１）ふっ素摂取の影響
ふっ素を摂取した時の影響については、「日本水道協会、上水試験方法解説編2001」では、急

性の影響がでる最小経口量(※１)は１㎎/㎏/day以上であるとの報告が紹介されています。
たとえば、仮に体重５０㎏の方が、１日に５０㎎のふっ素を摂取すれば急性の影響の発現が始ま

る可能性があると考えられます。今回の検出結果（最大値１．９㎎/L (※６) ）の濃度の水を飲むとす
れば１日に２６．３ Lとなります。また、通常、人は一日あたり２リットル程度、飲用すると言われてい
ます。
また、長期的な影響の可能性としては、ふっ素を含む井戸水を継続的に飲用した場合には、斑

状歯（歯の白斑や褐色斑など）を発生する可能性が高くなると言われています。この観点から、土
壌汚染対策法の土壌溶出量基準(※２) 0.8㎎/Ｌも定められています。

（２）今回の調査内容について
今回の調査では、土壌汚染対策法に基づき２５物質について調査を実施しました。
調査の結果、全対象１１６区画(約１１，４００㎡)のうち、第二種特定有害物質(※３)の１つであるふっ

素について２区画(２２１㎡)で土壌溶出量基準(※２)を超過しました。

（３）汚染原因推定について
今回の調査結果を詳細に見ると、ふっ素の土壌溶出量基準(※２)を超えた２区画について、土壌

含有量(※４) は５５㎎/㎏ (※７) 、４１㎎/㎏と他の区画(平均値５５㎎/㎏)と大差が見られないことと、土
壌含有量基準(※５) ４，０００㎎/㎏に対して百分の一程度の濃度であることから、人為的な汚染の可
能性は低いと考えられます。
また、ふっ素について文献「改定３版水道水質基準ガイドブック」でも、瀬戸内海沿岸の花崗岩

地帯では井戸水や湧水に多く含まれると記述されていることから、花崗岩に起因する自然由来の
汚染の可能性が高いと考えられます。

（４）土壌汚染対策法について
土壌汚染対策法は、土地の土壌汚染を見つけるための調査や、汚染が見つかったときにその汚

染によって私たちの健康に悪い影響が生じないようにするための対策の方法を定め、土壌汚染の
ある土地の適切な管理の仕方について定めている法律です。
詳細については、環境省のHP（http://www.env.go.jp/water/dojo.html）を参考にして下さい。

【用語説明】
※１ 最小経口量

今回の場合では、口から体に入った場合の一番少ない値です。
※２ 土壌溶出量基準

土壌汚染対策法の指定基準の１つであり、特定有害物質が含まれる地下水を飲用することによる健康リスクの
観点から設定された基準です。(ふっ素では、０．８㎎/L)

※３ 第二種特定有害物質
土壌汚染対策法で指定されている特定有害物質２５物質のうち、重金属等に分類される有害物質です。重金属に分類

されるカドミウムなど6物質と、重金属ではないふっ素、ほう素、シアン化合物の３物質の計９物質が定められています。
※４ 土壌含有量

土壌汚染対策法にて決められている測定方法であり、砂場遊びなど有害物質を含む土壌を口や肌などから直接摂
取することによる健康リスクを判断する為の測定方法です。

※５ 土壌含有量基準
土壌汚染対策法の指定基準の１つであり、砂場遊びなど有害物質を含む土壌を口や肌などから直接摂取することに

よる健康リスクの観点から設定された基準です。(ふっ素では、４，０００㎎/㎏)
※６ １㎎／Ｌ(１ミリグラム パー リットル)

１リットル中に該当物質が０．００１ｇ含まれる濃度です。
※７ １㎎／㎏(１ミリグラム パー キログラム)

１キログラム中に該当物質が０．００１ｇ含まれる濃度です。


